
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

アンゼリカ

ジャンク

レクイエム

ロマネスク

16

罪人

41

煉獄

12
晴れ舞台（β77）

邪悦（β47）

大きな手

別れの原因

傷付けた

多くの注目を集めた、誇らしい記憶。数多の視線、賞賛の言葉、かすかな嫉妬。一挙一動で湧き上がる人々。与えられる評価。しかし今、あなたの前には姉妹だけ。記憶を辿るごと、この世界の寂しさを思い知らされる。

おぞましい惨劇。痛ましい凶事。人の身にそれが振りかかるのを見た時、あなたはなぜか笑っていた。そうしたものを見るのが好きだった。人の不幸に幸福を感じるのだ。そして今や世界は不幸の果てだ。あなたに浮かぶのは何か？

帽子で顔の見えない初老の女性。あなたは彼女を知っている。昔、辛いことがあったときも、彼女の大きな手に守られていた。そんな優しい記憶が蘇る。 今目の前にある手は、記憶よりもずっと白く、痩せこけて見えた。それを眺めていると、何故だか、ぎゅっと胸を締め付けられる……そんな苦しさに苛まれた。

あなたの両親は不仲だった。あなたの父はあまり家に帰らず、いつも母と二人で食卓を囲んだ。 両親の離婚が決まってからは、あなたは当然のように母の方へとついて行った。  ある日、あなたは両親の離婚の経緯を知る。  それは父親が自分を性的に愛してしまったことが原因だった。

あなたは、常から思い続けていたこと、自分が母にとって要らない子なのではないのかと、大声で喚き散らした。 そのとき、初めて見た母の涙が瞼に焼き付いて消えない。怯えるような母の金切り声が、耳にこびり付いて剥がれない。  あなたは母を傷つけた。いつでもあなたを愛し、守り続けてくれた母を傷つけたのだ。  心の壊れた母は、動かなくなった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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数多の手管
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狂気点を使って判定を振り直す際、出目が＋１される。

射撃攻撃マニューバの攻撃判定において、出目＋１してもよい。

バトルパートで射撃攻撃マニューバの攻撃判定出目－１、コスト－１（最低１）。

攻撃判定のサイコロを振り直す。

レベル3改造パーツ獲得

あなたが【うで】【あし】を使用する際、コストは１減少する（最低０）。

たからもの

最大行動値＋1

支援2

2

1

肉弾攻撃１

射撃攻撃２＋連撃１。

射撃攻撃１＋爆発＋全体攻撃。

支援2か妨害2

最大行動値＋２。装備箇所にダメージを受けた際、あなたは任意の基本パーツ１つを追加で損傷しなくてはならない。

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１
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